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市長記者会見記録 

 

日時：２０１４年２月４日（火）午後２時３０分～午後３時１０分 

場所：本庁舎２階 講堂 

議題：「第１０回 音楽のまち・かわさき アジア交流音楽祭」及び「２０１４かわ

さきアジアンフェスタ」の開催について（市民・こども局） 

 

<内容> 

司会： ただいまより定例の市長記者会見を始めさせていただきます。 

 本日の案件は、「第１０回 音楽のまち・かわさき アジア交流音楽祭」及び「２０

１４かわさきアジアンフェスタ」の開催についてとなっております。 

 まず、市長から、概要等について発表いたします。 

 それでは、市長、幹事社さん、よろしくお願いいたします。 

市長： 皆さん、こんにちは。それでは、「第１０回 音楽のまち・かわさき アジ

ア交流音楽祭」及び「２０１４かわさきアジアンフェスタ」の開催について発表をい

たします。 

 今年は４月１２日の土曜日と、１３日の日曜日の２日間にわたり開催いたします。

お手元の資料にありますとおり、メインステージは４月１２日土曜日の１７時３０分

から、ミューザ川崎シンフォニーホールで開催をいたします。 

 また、伝統的民族音楽や、アジアの幅広い音楽をまちなかで気軽に楽しんでいただ

ける「交流ステージ」は、４月１２日と１３日の２日間にわたり、川崎駅周辺の１０

会場で開催をいたします。 

 そして、今年も音楽祭にあわせて、川崎駅周辺の商業施設や商店街などと連携した

「２０１４かわさきアジアンフェスタ」を同時開催いたします。 

 それでは、今回のメインステージの音楽監督、羽毛田丈史（はけたたけふみ）さんを

ご紹介させていただきます。今回は、羽毛田丈史さんを中心として、会場のミューザ

川崎シンフォニーホールならではの美しい音響と、臨場感のあるコンサートを演出し

ていただくことになっております。 

 それでは、羽毛田丈史さん、よろしくお願いいたします。 

羽毛田丈史： 羽毛田丈史です。よろしくお願いします。 

 今回の音楽祭の音楽監督を務めさせていただきますが、僕はライブイマージュとい

うコンサートを１４年続けていますが、今回はアジアンフェスタ１０回目という記念
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すべき回に、ライブイマージュヌーボーという形で参加させていただきます。大変音

響がすばらしいミューザ川崎でこのイベントをやらせてもらうということは、ほんと

うに大変光栄に思っております。ほんとうにありがとうございます。 

 内容は、いつもは大編成でイマージュコンサートというものをやっているんですが、

今回はアコースティックで、皆さんに、お客さんにミュージシャンの息づかいとか身

近に感じてもらって、温かい雰囲気を感じていただければということを目標にして、

そういう身近なコンサートができるといいなと思っています。 

 今回、こちらに座っていらっしゃるアーティストの方が、通常は１人ずつやってい

くのが普通のフェスティバルなんですが、今回は少しコラボレーションというか、い

ろんな人同士の交流みたいなことが音楽の中でできればいいなと思ってます。これか

ら皆さんと相談しながら楽しいコラボレーションができることを考えていこうかと思

っておりますので、ひとつどうぞよろしくお願いいたします。 

 では。 

朴葵姫： 皆さん、初めまして。ギターの朴葵姫（パク・キュヒ）と申します。 

 私は、このライブイマージュの企画のコンサートに初めて参加させていただくこと

になりました。とても光栄に思っております。どうぞよろしくお願いします。 

ＷｅｉＷｅｉ Ｗｕｕ： 皆さん、こんにちは。私、上海出身の二胡奏者のＷｅｉＷ

ｅｉ Ｗｕｕ（ウェイウェイ・ウー）です。 

 日本に来て、もう２０年たちました。もう日本は自分のふるさとのように思う今日

このごろです。日本と中国の間で、音楽を通じて、今まで架け橋として頑張ってきた、

活動してきたつもりでありますが、今回はこの形でより一層、２つの国の間で架け橋

になれたらうれしいなと思ってます。頑張りますので、よろしくお願いします。 

松谷卓： 作曲とピアノの松谷卓（まつたにすぐる）です。よろしくお願いします。 

 今回、このライブイマージュヌーボー、これまでにも参加してきてるんですけれど

も、今回、このアジア交流音楽祭、このイベントに参加できることを大変光栄に思っ

ています。皆さんとてもすばらしいアーティストで、とてもすてきな音楽をつくられ

たり、演奏したりという中で、自分の音楽を皆さんに届けられることをうれしく思っ

ていますし、ミューザ川崎での演奏も初めてになるので、とても楽しみにしています。

よろしくお願いします。 

ＮＡＯＴＯ： 初めまして。バイオリニストのＮＡＯＴＯ（なおと）と申します。 

 今回、アジア交流音楽祭に参加できるということでとてもうれしく思っております。

僕、担当してるのがバイオリンという楽器なんですけれども、普通バイオリンはクラ
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シックのイメージが多分皆さん多いと思われますけれども、僕はポップスというジャ

ンルをバイオリンという楽器を使って表現しています。そういう方というのは結構ア

ジアの中でやってる人のほうが多くて、欧米の中ではあんまりこういうのがないので、

この音楽祭にはもってこいの人選ではないかなと思っておりますので、ぜひ新しいバ

イオリンの楽しみ方を皆さんに、より提供できたらなと思っております。よろしくお

願いします。 

小松亮太： こんにちは。バンドネオンという楽器を弾いてます小松亮太（こまつりょ

うた）と申します。 

 僕が担当というか、僕が弾いてる楽器というのは、ドイツで生まれた楽器なんだけ

れども、アルゼンチンタンゴで使われてる楽器なんですよね。だから、非常にアルゼ

ンチンという国のローカリティーが強いというか、日本から一番遠い国の音楽を、日

本人である僕が、ドイツの楽器を使って演奏するという、ある意味ではこれもうほん

とうごちゃ混ぜ感がものすごいわけですけれども、このアジアンフェスティバルの中

で、そういう僕が弾かせていただくということにも、何か１つの運命を感じています。

音楽には国境がないみたいなことを言われて久しいわけですけれども、僕のやってい

ること、それこそそう、日本人がバンドネオン、ドイツの楽器を弾いて、アルゼンチ

ンタンゴをやり、しかもウェイウェイさん、あるいは朴さんのような近隣の諸外国の

方ともやらせていただくということで、非常に僕はうれしいし、そして僕がいる意味

は大きいと信じております。どうぞよろしくお願いします。 

中孝介： 初めまして。中孝介（あたりこうすけ）といいます。 

 僕はこのミューザ川崎アジア交流音楽祭には２００７年にも一度出演させていただ

きましたけれども、その後も２０１１年に出演させていただく機会があったんですが、

震災でミューザ川崎のほうが使えなくなったとのことで、出演することができなくな

ってしまったんですけれども、またこうやってお声かけいただいたことをすごく喜ん

で、うれしく思っております。音楽を通して、いろんな国の方が多分見に来てくれる

と思いますけれども、アジアが、このミューザ川崎という会場で１つに、音楽を通し

て１つになれたらなと思っております。僕は鹿児島県の奄美大島出身ですけれども、

奄美の風を、南の風を感じていただけるように一生懸命歌いたいなと思っております。

どうぞよろしくお願いします。 

市長： ありがとうございました。説明というか、そういうものは以上でありますけ

れども、何かございましたらどうぞ。 

司会：それでは、幹事社さんどうぞ。 
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《質疑》 

幹事社： よろしくお願いします。 

 すいません、７名の方、皆さんにお伺いしたいんですが、川崎の印象ですとかエピ

ソード、また、今までちょっとあまりご縁がないという場合であれば、行ってみたい

ところなど、川崎のお話を伺えればと思います。よろしくお願いします。 

羽毛田丈史： じゃあ。岡本太郎美術館に行きたいです。あと、子どもを連れてドラ

えもん、藤子先生のミュージアムでしたっけ、にぜひ行ってみたいですね。はい。 

ＷｅｌＷｅｌ Ｗｕｕ： 今まで２度ほど岡本太郎美術館で演奏させていただきまし

た。そして、プラネタリウムでも１回コンサートをさせていただきました。ほんとう

に幻想的な場所で、そのときもアコースティックで演奏できました。すごく印象に残

ってます。感謝してます。 

小松亮太： 個人的な話なんですけど、焼き肉というイメージがやっぱり非常に強い

ですね。僕、韓国料理が自分の人生の中で一番大きなウエイトを占めてるんですけれ

ども、特に意外と韓国に行くと牛肉の焼き肉っていうのがそんなになくて、日本なら

ではの焼き肉の名所っていうと、例えば大阪だと鶴橋とか、色々あると思うんですけ

ど、関東でいうとやっぱり川崎っていうイメージがありますね。実は１回川崎で食べ

たことはあるんですけれども、確かにうまかったのでもうちょっと極めたいというふ

うに思っています。 

ＮＡＯＴＯ： バイオリニストのＮＡＯＴＯです。僕はサッカーが好きなので、フロ

ンターレ川崎を見に行くというより、すいません、僕、大阪出身なんでガンバファン

なんですけど、ガンバ対フロンターレをよく見に来ていました。 

小松亮太： すいません、急に思い出しました。川崎で９０年代ですかね、ＦＭＷっ

ていうプロレス団体がありまして、川崎球場でよくやってたね。それはよくビデオで

たくさん貸し出してて、何か大事なことをやろうとすると、川崎で何かというとあの

団体がやってたのは、もうよく覚えてますね。タイガー・ジェット・シンが暴れてた

のが、ものすごく印象に残っております。個人的な話なんですけど。ちょっと要らな

かったかもしれないですけど。 

松谷卓： 松谷ですけれども、もう随分前にはなってしまうんですが、知り合いを通

じて、ドラマの「のだめカンタービレ」で撮影に使われていた洗足学園音楽大学、そ

の大学に知り合いを通じて、大学には自分は行ってないんですけれども、そこの学校

にちょっとお邪魔させてもらって、いろんな楽器のことを教えてもらったり、そこの
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生徒さんと交流を深めたりっていうことをしてた時期がありました。 

朴葵姫： ギターの朴葵姫です。私は生まれて５歳まで日本に住んでたんですけれど

も、そのときに住んでたのがここの近くの上大岡というところで、私はそこを名前を

覚えられなくて、川崎って言ってしまったことが何回かあって、韓国に戻った後も、

横浜の川崎に住んでたっていううそを言ってしまったことがあって、何回か最近まで

取材でもそうやって言ってしまって、勝手に親近感を持っている、そういうところで

すね。そういう個人的な話ですが、そういう町です。 

中孝介： すいません。僕だけ言ってないんで、そうですね、川崎、何度かイベント

とかでもお世話になっていて、ラゾーナ川崎とかでは何度かフリーのライブをさせて

いただいたりとかしてましたけど、あと川崎、バレーボールも盛んで、僕、バレーボ

ールずっとやってたんで、ぜひ選手たちに頑張ってほしいなと思いますね。ありがと

うございます。 

市長： ありがとうございます。 

幹事社： ほかの社、どうぞ、あれば。 

記者： 羽毛田さんにお伺いします。今回、音楽監督と同時にご自身でも演奏される

ということなんですけれども、先ほどいろんな方とのコラボレーションをしていきた

いなという話をされてたんですが、こういうイベントにおいての音楽監督の役割とい

うのはどういうものなのかということと、もうちょっと具体的にこんな感じのステー

ジになるんじゃないのかというイメージが持てるような、今のところで結構ですので、

構想がありましたら教えてください。 

羽毛田丈史： 音楽監督と言ってますけれども、皆さんが、出演するアーティストの

方が最も個性を発揮しやすい状況をつくる、それは音楽的な面では当たり前ですし、

それ以外にも過ごし方とか、リハーサルとか、そういうのがやっぱりアーティストの

思い描いている音楽を実現できるように手助けする、用意する、状況をつくるという

ことが一番の仕事だと思います。あと、今回自分も出演するというか、ずっとピアノ

を弾くので、自分も楽しめるようなコンサートに、うまくまとめて、自分も楽しめる

ような形にできるように、できればいいなと思ってます。 

 内容的には、少し小編成な形で、さっきも言いましたけれども、ミュージシャンの

息づかいとかが生でお客さんに届くような編成にしようと思っているので、例えばバ

イオリン、チェロ、ヴィオラっていう弦カルテットにコントラバスを入れて、そこに

少しギター、ギター１人とかっていうような、ほんとうにアコースティックな編成で

やろうかなと。そうすると、多分なんですが、ＰＡシステムを使わないで、ほんとう
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に生で、ここで鳴ってる音がそこに届くような形にできるように、そういう音響づく

りを、やってみたいなって思ってます。そういうのはなかなかポップス的な音楽が入

ると、そういうのって難しいんですよね。純クラシックだとそれはすごく簡単にでき

ることなんですけれども、そうではないリズムが入ってくるような音楽をつくるとき

は、どうしてもＰＡを使わないと難しいんですけれども、そこは曲とか、編曲とか、

ミュージシャンのバランスを取ることで解決できるんじゃないかなと、そんなコンサ

ートのことをイメージしていただければ楽しめるんじゃないかなと思います。ありが

とうございます。 

記者： 羽毛田さんにお伺いしたいんですが、若干ちょっと重い質問で申しわけない

んですが、今、日中韓なかなか大変な状況にあって、そういう意味でこのコンサート、

どういう意味を持つのか、そしてどういったことを来ていただいた方に感じてもらい

たいか、その辺の思いを聞かせてください。 

羽毛田丈史： 意外にニュースとかで日中韓の問題が取り上げられてますけれども、

特にミュージシャンは、ほとんど仲良しですね、みんな。音楽やる人は仲良しな人が

多いですね。今回の意味というか、こうして日中韓そろってますけれども、意味とし

てはみんな仲良くやって、楽しい音楽をやってるんだということを、みんながそこで

２時間なりの間に共有をしていただければ、楽しかったなという思いは一人一人の心

に残りますから、そういうことが僕たち音楽家にできることなんじゃないかなと、そ

の一瞬でもいいのでそういう楽しいひとときというか、癒やされるひとときをつくる

ことができるという、音楽を通じてつくることができるというのは重要な役目かなと

思ってます。 

司会： では、質疑のほうはよろしいでしょうか。 

 それでは、続きまして、市長を囲んで記念撮影を行いたいと存じます。市長、関係

者の皆様、演台の前へお進みください。 

（写真撮影） 

司会： ありがとうございました。本件につきましては、これで終了とさせていただ

きます。関係者の皆様方につきましては、次のご予定もございますので、ここで退席

されます。本日はどうもありがとうございました。 

市長： ありがとうございました。 

 

《市政一般》 

（待機児童対策について） 
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司会： それでは、引き続き、市政一般となります。幹事社さん、よろしくお願いし

ます。 

幹事社： それでは、よろしくお願いします。 

市長： はい。よろしくお願いします。 

幹事社： すいません、今、２６年４月の保育園の入園に向けての手続が佳境だと思

うんですが、２６年４月というのは公約でも、もちろんちょっと現実的に難しいとい

うことなんですが、市長に就任されてから、より具体的な課題が見えてきて、今、手

続も行われている中で、改めてどのような課題をクリアしていけば待機児童に近づけ

るですとか、そういった手応えのあたりを伺えればと思います。 

市長： まず、基本方針みたいな形のはまた後ほど、後ほどというか、後日発表させ

ていただきますけれども、何か１つやれば、全てが解決するというふうなことではあ

りませんので、幾つかの合わせ技というか、そういったもので待機児童解消に向けて、

今現場が一生懸命やってくれているところです。区役所の職員の方々、そろそろ不承

諾通知、残念ながらというふうな通知も、今週末にも発送されるというふうなことに

なりますので、これ、これからいわゆる作業みたいなものが佳境に入ってまいります

ので、そういった意味でぜひ職員一丸となって取り組んでまいりたいというふうに思

っております。今日も本部会議をやりましたので、そんなこともちょっと申し上げま

した。 

幹事社： 今日の本部会議は、ほかにどんなことが話し合われたんですか。 

市長： 今の状況というか、を確認して、方向性について議論したということです。

今日も区長さんからこういうふうなやり方でやってますというふうな報告がありまし

た。 

幹事社： ありがとうございます。 

 

（児童相談所元非常勤職員の逮捕について） 

幹事社： じゃあ、まず、幹事社から１点。 

 先週、児童相談所で元職員が破廉恥事件というか、犯罪行為を起こしましたが、そ

の原因の１つとして、職員の不足というか、本来だったら２人で回るべきところを１

人で回らざるを得ない状況だったとありますが、そこら辺の人不足についてはどうい

うふうに対応されていくのかなという、市長の考えをお願いします。 

市長： まず、ほんとうにあってはならないことで、最後のとりでとなるところがま

さかということで、ほんとうに怒りというか、悲しみというか、もうほんとうに何と
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言葉で言いあらわしていいかわからない許しがたいことだというふうに思って、ほん

とうに残念であります。今、再発防止についても、どういったことでやっていくのか

ということを改めて確認をして、それにつなげていきたいというふうに思っておりま

すので、その人的なものだけでなく、運用面の部分も含めて対策をとっていきたいと、

二度とこのようなことがないように行っていきたいというふうに思っております。 

幹事社： じゃあ、各社、どうぞ。 

 

（都知事選挙について） 

記者： まず、都知事選なんですけれども、もうすぐ投票日が近づいてきて、各社の

世論調査等々が出てますが、神奈川県知事のほうは、最初はどの候補も応援はしない

というようなことは言っていたんですが、先日、舛添さんからの要請を受けて街頭に

も立ったりしてるようですが、福田市長は今のところどなたかから要請があったりと

か、いろんな論を聞いて、この方には共感できるとかっていうのは出てきたでしょう

か。 

市長： この前申し上げたとおり、仮に応援依頼があれば考えますと言いましたけれ

ども、応援依頼ございません。 

記者： そうですか。議論を見てて、直近で市長も選挙やられたんですけれども、都

知事選の議論、脱原発がクローズアップはされてますが、防災面だとか、色々ありま

すけど、議論自体はどのように、大分深まってきてるかなという気はしますか。 

市長： いや、というか選挙戦自体が、どうも外から見てるあれですけれども、何で

こんなに盛り上がってないのかなという、何かそういう感覚はありますね。非常にこ

れ、私の選挙のときも超低投票率だったのが残念でならないという話をしましたけれ

ども、とにかくやっぱり選挙に参加するということが、何と言っても民主主義の中で

最も大切なことでありますから、とにかく、都民についてああだこうだ僕言う立場に

ありませんが、やっぱり参加してもらいたいなというのは隣の町としても思いますね。 

記者： 今、世論調査等では舛添さんが優勢だというような形で、各紙、昨日とか一

昨日とか新聞に出てますけれども、誰がっていうことではないですけれども、福田市

長が例えば選挙で戦って、市長はそう考えられてなかったかもしれないですが、選前、

僕らとか、あるいは選挙の中の人たちは、ある候補のほうが優位ではないかというよ

うな見方をしてたことは事実なんですが、そういう中で、選前の予想を覆して勝つた

めには何が必要だったか、今を振り返ると、例えば今二番手、三番手にいる候補に送

るメッセージとしたら、どうしたらいいかっていうの何かありますか。何が自分では



 -9-

そういうのを覆す要因になったっていう、ひっくり返す手だては何かあります。 

市長： いや、ほんとう、だから、皆さんの評価を覆してるっていう話だったんです

けど、僕は覆したイメージがそもそもなかったです。 

記者： じゃあ、やっぱり自分では先をいってると。 

市長： 僕はそう思ってたんで。 

記者： なるほど。 

市長： 皆さんの予想に反して、自分でそう思っちゃってたんで、どうもすいません。 

 

（大都市制度について） 

記者： いや、そういう意味じゃない。同じ、もう一つ、大阪市長、橋下市長が昨日

会見をやられて、出直し選挙をやるというようなことを言ってますが、ああいった１

つの自分の公約が実現できないということに関して、出直し選挙をするという手法に

対しては、福田市長は共感できるのか、理解できるとか、何かご所感ございますか。 

市長： 僕はああいう、まさに地方の形というか、自治の根幹にかかわるようなもの

っていうのは、選挙費用がかかるとかっていうふうなのは話はあるかと思いますが、

一方でこれは１つの民主主義のコストだというふうな感覚はあります。しかし、私は

この全てが選挙でもって物事を解決すると、打開することっていうのが、一つの手法

ではあるとは思いますが、私はそういう手法はとらないなというふうには思います。

やはり二元代表として議会というものが選出されていると、そういうことを考えると、

もう少しやり方はあるのではないかなというふうな気はしますけれども、ただ、何て

いうか、よく６億も使ってやることはけしからんみたいな話っていうふうなのは、僕

はそれはちょっと何か違うような気がいたしますね。 

記者： お金の問題ではない。 

市長： ではないと。 

記者： では、今言ったように、市長としてはいわゆる、橋下さんはいわゆる反対を

乗り越えるには選挙しかないというようなことを言って、いわゆる政治はある意味白

紙委任だということも色々過去にも言ってますけれども、そういったことはちょっと

いき過ぎというようなことではない。 

市長： いき過ぎって言ったらいいのかはあれなんですけれども、少なくとも選挙だ

けでしか突破できないような話っていうのは、ちょっと何か僕は乱暴なような気がし

ますけどね。 

記者： 例えば、今首長としてそういう意識があると思うんですけれども、市長自身
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は県議もやられて、選挙前等とも私も議会人の１人だったということはよく言ってい

ますけれども、議会の側から見て、自分が議員だとしたらどのように感じますか、首

長がこういう形をとることに関してですね。 

市長： ただ、僕、今回の一連の動きを見てると、何かどっちもどっちだみたいな部

分もあって、ちょっと議会側もひとり相撲をさせてしまえみたいな、ちょっと悪意を

感じる部分もあるので、何かそれってうまく絡まってないなっていう思いはしますね。

ですから、市民の方たちはどう見てるんだろうなって思いますね。他の自治体のこと

をああだこうだ言うのも何ですけど。 

記者： そもそも、その選挙っていう前に、いわゆる大阪都構想というのがありまし

て、ここも政令市ですけれども、その権限というか、集約して、もうちょっと二重行

政をやめましょうというところから、その都構想がありますけれども、市長はこの大

阪都構想についての考え方はどのように評価されてますか。 

市長： 僕、１つの考え方として非常に評価してる部分あります。大枠の意味ではで

すね。ただ、今、政府のほうでも政令市のあり方の形で総合区みたいな話っていうの

も出てきたり、いろんな考え方が出てきてるので、このあたりをどういうふうにやっ

ていくのかっていうのは、これ、川崎もこれから課題になってくる話でありますので、

こういうのをやっぱり実際の形だとか、仕組みだとかっていうのはなかなか住民の皆

さんっていうふうなのに伝えるのって難しいんですが、こういうのをちゃんとやっぱ

り議論していきたいなというふうには僕は思っています。 

記者： 川崎市は去年、いわゆる特別自治市の創設について考え方をまとめて、国に

も要望ということされてますけれども、この特別自治市について市長は、市長になる

前にまとめられてものなんですけれども、この大都市制度についてはどのような考え

を持ってらっしゃるんですか。今言ったところにもかぶると思うんですけれども。 

市長： 基本的な今までの川崎市が考えてきた特別自治市制度というふうな考え方っ

ていうのは、僕も尊重していきたいというふうに思いますが、一方でいろんな考え方

っていうのも出てきていますので、今後の住民の皆さんとの議論を深めていかなくて

はいけないなというふうに思っております。 

記者： すいません、今、市長のほうからお話ししました総合区、いわゆる地方自治

法の改正案がこの国会に提出される予定だと思うんですけれども、そこについて県と

市が調整会議をつくるというようなところが盛り込まれてるんですけれども、それに

ついてちょっといろんな首長さんの意見を聞いてみると、様々な反応があったりする

やに聞いておりますけれども、福田市長はどういう、調整会議だけではないですけれ
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ども、いわゆるその改正案についてどういうようなお考えを持たれておりますでしょ

うか。 

市長： 僕は総合区が最終的にどういう形だっていうふうなのが、あらあらのしか出

てきてないというふうに思いますので、僕はなるべく区役所、身近なところは身近な

ところでという区役所の権限強化というふうなことを申し上げてきておりますので、

そういった意味では総合区というのは考え方としては非常に近いというふうに思って

おります。それから県との調整会議については、どんな、いろんな首長さんがいろん

なコメントをされてるのって、ごめんなさい、私不勉強であれですけれども、ぜひこ

ういうのは広域自治体としっかりと議論をしていかなくちゃいけない課題だというふ

うに思います。 

記者： 例えば、その調整会議のメンバーがどうだとかっていうところがまだあまり

ぼやーっとしてるようなところがあって、どういう方がメンバーになるのかっていう

のもわからない中で、調整会議っていうものだけが１つ形として出てきてるというと

ころにやはり不安を覚える方っていうのもいらっしゃるんじゃないかと思うんですけ

れども、何かそのあたりはご意見というのはございますでしょうか。 

市長： 特に何というか、ぼやっとした中でこういうのが不安だ、どうなんだって言

ってもしようがないので、少し形が見えてきてからというふうには思っておりますけ

れども。 

 

（小杉駅地区周辺再開発について） 

記者： じゃあ、いいですか。やわらかい話とかたい話、１つずつ。かたい話として

は、今、ちょうど都市計画審議会が行われていて、市長から今日諮問があったことに

なっている武蔵小杉地区の再開発について話し合われてます。再開発については色々

と賛否両論あると思うんですけれども、今回市が深くかかわって、おそらく市は施行、

事業主体である再開発組合にも入ることになるんで、市が主体的に開発を行っていく

という立場になると思います。つまり、民間を誘導するということではなくて。で、

この中でなかなか全体の地権者の人たちの合意形成が図れてない現状がある。まず、

こういう状態を市長としてはどのようにお考えになられるかということが１つと、こ

れは市長も市長選の中でおっしゃられていましたけれども、武蔵小杉は急速に発展し

た一方で、ビル風であるだとか、日照権、それから新旧自治住民のコミュニティーの

問題などなど、色々とあると思います。ですので、まだまだこの先にも開発が予定さ

れていて、ちょっともう、このまんま突っ走っていいのかなという、再開発再開発で
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いいのかなという意見もあります。合意形成がなかなか難しい個別の事案と、それか

らあと全体の武蔵小杉の開発について、今後どうしていくべきか、今のお考えをお聞

かせください。 

市長： まず、風害だとか、こういった環境評価みたいなものについてはしっかりや

って、そのための対応というものもちゃんとやっていかなくちゃいけない、今後もや

っていかなくちゃいけないというふうに思っています。一方で、個別な課題で再開発

って、これ、多分つきものだと思いますが、全員の、最終的に全部が全員にぴったり

と合意が図れるというのは、これ、極めて難しいことですから、そのために全てが進

まないというふうなことになってはいけないというふうには思っています。そういっ

た意味で説明を繰り返し行ってさせていただいたというふうには思いますが、一定期

間のところで時期が来たんだというふうに私は判断をいたしまして、スピード感を持

ってやっていかなくちゃいけないというふうには思っています。今後の計画について

は、それぞれの個別な話になるとは思いますが、先ほど申し上げた環境評価みたいな

ものはしっかりやって、１人でも多くのというか、全員の合意を得られるような努力

はしてまいりたいというふうには思ってます。 

記者： ちょっと言葉を変えると、開発ばかり優先で、地元の住民の人たちの、ちょ

っとウエットな言い方ですが、気持ちが置き去りにされているんじゃないのかという

ことをおっしゃる方もいらっしゃって、一方で新住民の方はすごく快適なタワーマン

ション生活をして、都市部の生活を楽しんでいらっしゃって、市長がおっしゃるよう

に全員が、今のは地権者の話でしょうけれども、地域の人たち全員がこれでいいんだ

って思うのは難しいと思うんですが、ただ、やっぱり調和を図っていかないとこの先

難しいだろうと思います。ですので、開発と、それからそこに住んでる人たちの調和

というか、どういう具合に折り合いを図っていくか、ぱっとは出てくる回答ではない

と思うんですけれども、環境評価をしっかりやるとか、そういうことばかりではなく

てですね。 

市長： そうですね。 

記者： うん。どういう具合にしていけばコミュニティーを維持していけるか、ある

いは発展させていけるか、ありますかね。 

市長： そうですね。積極的に新住民の方もまちづくりに参加していただいているＮ

ＰＯだとか、団体の皆様もいらっしゃるので、そういう人たちが新住民、旧住民とい

うと変なくくりになっちゃうんですが、今までお住まいになってた皆さんと一緒にな

ってまちづくりをやっていこうというふうな動きが、さらに進展していくというか、
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熟度を増していくということに、これからすごく期待したいというふうに思っていま

す。そういう意味では、いわゆるソフト面というところがすごく重要なんじゃないか

なと僕は思ってます。 

 

（音楽のまちについて） 

記者： あともう１個だけ。１個戻りますけど、音楽のまちなんですけれども、市長

はこれ、今回１０回目なんですけれども、今までは１回聞きに行かれたことがあるか

ということ。あと、期待するところっていうのは、どういうところがありますか。 

市長： １０回目になりますが、僕は残念ながら行ったことがなかったんです。今回

初めてになりますけれども、非常に今日よくこれだけの著名な方たちが一堂に集まっ

たなっていう、奇跡的な日程調整だったというふうに思うほど、やっぱりすばらしい

方たちが集まって、この川崎で演奏していただけるというのはもうすごいことだとい

うふうに思ってますので、私自身も楽しみたいと思いますし、みんなに呼びかけたい

と思ってます。 

記者： 市民の人たちに呼びかけるとするならば、どういうふうに呼びかけますか。 

市長： 音楽だけじゃなく、今回いわゆる食の部分というのもあるので、食も集客の

１つというか、音楽と食を一体的に楽しめる今回のフェスタだというふうに思ってま

すんで、そういう意味で誘いやすいという言い方はあれですけどね。音楽だけでも魅

力的なのに、それ以外の魅力というのもふんだんにあるぞというふうに思います。 

記者： ありがとうございました。 

司会： それでは、以上をもちまして、市長記者会見を終了いたします。どうもあり

がとうございました。 

市長： ありがとうございました。 

 

（以上） 

 

この記録は、重複した言葉づかい、明らかな言い直しや質問項目などを整理したう

えで掲載しています。 

（お問い合わせ）川崎市役所総務局市民情報室報道担当 
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